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サイクロンがバングラデシュの稲作-漁業農家に与える影響のリスク分析
Risk analysis of impacts of a cyclone disaster on rice-fish farms in Bangladesh
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地球温暖化が引き起こす極端現象の一つとして、サイクロンの規模拡大と経路変更が上げられる。サイクロンによる
高潮の被害の影響の分析として、超過確率による堤防決壊のシミュレーションがある。ここでは、サイクロンの被害が
人間活動に与える影響を分析するために、漁業を行う稲作農家を対象に、稲作が被害を受けた場合のリスクを VaRによ
り、エビ養殖と漁獲を行っている稲作農家別に分析した。ここで、VaRとは、あるポートフォリオを一定期間保有する
ときに、ある確率で発生する最大損失額である。
サイクロン、アイラ (Aila) は、2009年 5月にインドとバングラデシュの国境付近に上陸し、大きな災害を引き起こし

た。このサイクロンが農業に与えた影響を評価するため、バングラデシュのクルナ地域 (Khulna district)のコイラ郡 (Koyra
upazilla)において、稲作農家をランダムに選択し、調査を行い、2009年の乾期稲作 (Boro)に関する生産費、生産量およ
び漁業等副業の所得に関わるデータを収集した。調査農家数は 84であり、そのうち、サイクロンの被害を受けた農家数
は 23であった。なお、2009年の乾期作に被害を受けなかったほとんどの農家もまた、堤防決壊のため、2009年の雨期
作から稲作を行うことができなくなった。
まず、エビの養殖を行っている稲作農家、および漁獲を行っている稲作農家のそれぞれの部門の所得の平均値と標準偏差、

相関係数を求め、さらに、両部門を結合した標準偏差（ポートフォリオの標準偏差）とそれを基に計算した95%VaR(Value
at Risk)を求めた。その結果、エビ養殖を行っている農家の稲作平均所得は負値であり、VaRで評価したリスクは漁獲を
行っている農家よりも大きいことが明らかとなった。
次に、サイクロン被害によりコメの生産量が減少した農家の影響を取り除くため、稲作については生産量、漁業につ

いては所得でウェイトをとった平均値、標準偏差、相関係数、VaRを求めた。VaRの単純平均値を加重平均値で除する
と、エビ養殖稲作農家の場合、3.69倍、漁獲稲作農家の場合、5.16倍となった。
絶対額のリスクで見ると、エビ養殖稲作農家の方が漁獲稲作農家に比べて大きい。しかしながら、サイクロンの影響

の下では、漁獲稲作農家のリスクは、２部門間の相関が高いため、エビ養殖稲作農家に比べて拡大する。現在、NGOが
被害を受けた稲作農家にエビの養殖の普及活動を行っているが、将来におけるリスク分散の点から、そのさらなる進展
が望まれる。
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